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論
『
論
語
』 

  

浅 

野 

裕 

一 

  

「
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
か
」（『
論
語
』
子
路
篇
）
と
は
、
正
名

思
想
の
嚆
矢
と
な
っ
た
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
で
孔
子
の
遺

訓
に
則
り
、
ま
ず
『
論
語
』
な
る
名
称
か
ら
正
さ
ん
と
す
る
の
が
、

本
稿
の
さ
さ
や
か
な
目
的
で
あ
る
。 

  
 
 
 

一 

テ
キ
ス
ト
の
伝
承 

  

『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
・
論
語
は
、
『
論
語
』
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
「
論
語
古
二
十
一
篇
」
、
「
斉
二
十
二
篇
」
、
「
魯

二
十
篇
」
の
三
種
を
記
録
す
る
。
最
初
の
「
論
語
古
二
十
一
篇
」

に
つ
い
て
、
班
固
自
注
は
「
出
孔
子
壁
中
、
兩
子
張
」
と
述
べ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
前
漢
武
帝
期
に
景
帝
の
子
で
あ
る
魯
の
共

王
が
宮
殿
拡
張
の
た
め
孔
子
旧
宅
を
破
壊
し
た
と
き
壁
中
か
ら
出

て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
壁
中
書
の
「
古
文
論
語
」
で
あ
る
。
こ
の
テ

キ
ス
ト
は
、
堯
曰
篇
の
「
子
張
問
於
孔
子
曰
、
何
如
斯
可
以
從
政

矣
」
以
下
を
独
立
さ
せ
て
子
張
篇
と
す
る
た
め
、
子
張
篇
第
十
九

と
二
つ
の
子
張
篇
が
存
在
す
る
。 

 

次
の
「
斉
二
十
二
篇
」
に
つ
い
て
班
固
自
注
は
「
多
問
王
知


」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
「
魯
論
語
」
二
十
篇
に
比
べ
て
問

王
・
知
道
の
二
篇
が
多
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
最
後
の
「
魯
二
十

篇
」
に
つ
い
て
、
班
固
自
注
は
何
も
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』
（
岩
波
書
店
・
一

九
三
九
年
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
前
漢
武
帝
期
以
前
に
は
、

学
而
と
郷
党
二
篇
か
ら
成
る
斉
魯
二
篇
本
、
雍
也
・
公
冶
長
・
為

政
・
八
佾
・
里
仁
・
述
而
・
泰
伯
七
篇
か
ら
成
る
河
間
七
篇
本
、

及
び
先
進
・
顔
淵
・
子
路
・
憲
問
・
衛
霊
公
・
子
張
・
堯
曰
七
篇

か
ら
成
る
「
斉
論
語
」
の
原
始
形
な
ど
そ
の
他
の
孔
子
語
録
が
伝

承
さ
れ
て
い
た
。 

 
そ
の
後
、
前
漢
武
帝
期
に
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
先
秦
の
古
文

で
記
さ
れ
た
「
古
論
語
」
二
十
一
篇
が
発
見
さ
れ
た
が
、
伝
世
の

『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
こ
の
「
古
論
語
」
を
漢
代
の

通
行
文
字
で
あ
る
漢
隷
に
写
し
直
し
た
も
の
に
基
づ
く
。
な
ぜ
な
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ら
『
論
語
集
解
』
何
晏
序
や
『
漢
書
』
芸
文
志
が
記
す
「
斉
論
二

十
二
篇
」
を
伝
承
し
た
王
卿
・
庸
生
・
王
吉
・
宋
畸
・
五
鹿
充

宗
・
貢
禹
な
ど
六
人
の
学
者
を
見
て
み
る
と
、
王
卿
の
み
が
武
帝

期
の
人
で
、
他
の
五
人
は
す
べ
て
宣
帝
・
元
帝
期
の
人
物
だ
か
ら

で
あ
る
。 

 

同
様
に
「
魯
二
十
篇
」
を
伝
承
し
た
龔
奮
・
魯
扶
卿
・
韋
賢
・

韋
玄
成
・
夏
侯
勝
・
蕭
望
之
・
張
禹
な
ど
七
人
の
学
者
を
見
て
み

る
と
、
龔
奮
は
未
詳
で
あ
る
が
、
魯
扶
卿
の
み
が
武
帝
期
の
人
で
、

や
は
り
他
の
五
人
は
す
べ
て
昭
帝
・
宣
帝
期
の
人
物
で
あ
る
。
し

て
み
れ
ば
「
斉
論
」
「
魯
論
」
の
学
者
は
総
じ
て
武
帝
期
以
後
の

人
物
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
『
漢
書
』
芸
文
志
が
記
載
す
る
「
斉

二
十
二
篇
」
や
「
魯
二
十
篇
」
も
、
武
帝
期
に
現
れ
た
「
古
論

語
」
の
古
文
を
今
文
に
写
定
す
る
際
に
生
じ
た
異
本
で
あ
り
、
結

局
伝
世
の
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
す
べ
て
「
古
論
語
」
に
基
づ

く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
が
武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』
の
説
で
、
そ
の
考
察
は
詳

細
・
緻
密
で
あ
り
、
提
示
さ
れ
た
結
論
も
充
分
首
肯
し
得
る
。
し

た
が
っ
て
漢
初
か
ら
「
斉
二
十
二
篇
」
や
「
魯
二
十
篇
」
の
テ
キ

ス
ト
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
を
伝
え
る
学
者

の
学
統
が
存
在
し
た
の
で
も
な
く
、
伝
世
本
『
論
語
』
の
テ
キ
ス

ト
は
、
す
べ
て
前
漢
武
帝
期
に
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
取
り
出
さ

れ
た
「
古
論
語
」
二
十
一
篇
を
祖
型
に
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
の

で
あ
る
。 

  

 
 
 
 

二 

書
名
の
由
来 

  

テ
キ
ス
ト
の
伝
承
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
『
論

語
』
な
る
書
名
は
い
つ
頃
世
に
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
論

語
』
な
る
名
称
は
前
漢
武
帝
期
ま
で
は
見
え
ず
、
昭
帝
・
宣
帝
期

以
降
に
初
め
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
内
義
雄
『
論
語
之

研
究
』
は
、
「
荊
州
刺
史
に
至
り
て
始
め
て
論
語
と
曰
う
」
と
す

る
王
充
『
論
衡
』
正
説
篇
の
記
述
か
ら
、
「
古
論
語
」
の
テ
キ
ス

ト
は
孔
安
国
か
ら
魯
扶
卿
へ
、
魯
扶
卿
か
ら
官
荊
州
刺
史
へ
と
伝

承
さ
れ
た
が
、
官
荊
州
刺
史
に
至
っ
て
初
め
て
『
論
語
』
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
『
論
語
』
な
る
書
名
は

「
古
論
語
」
に
由
来
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
斉
二

十
二
篇
」
や
「
魯
二
十
篇
」
の
テ
キ
ス
ト
が
す
べ
て
「
古
論
語
」

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
点
も
、
そ
う
し
た
推
測
を
裏
付
け
る
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
前
漢
武
帝
期
に
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
発
見

さ
れ
た
「
古
論
語
」
二
十
一
篇
に
『
論
語
』
な
る
書
名
が
記
さ
れ

て
い
た
た
め
、
昭
帝
・
宣
帝
期
以
降
に
な
っ
て
広
く
『
論
語
』
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
ら
ば
「
古
論
語
」
に
記
さ
れ
て
い
た
『
論
語
』
な
る
書
名

は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
漢
書
』
芸

文
志
・
六
芸
略
・
論
語
は
、
書
名
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
解
説
す

る
。 

  
 

論
語

、
孔
子
應
答
弟
子
時
人
、
及
弟
子
相
與
言
、
而
接

聞
於
夫
子
之
語
也
。
當
時
弟
子
各
有
所
記
。
夫
子

卒
、
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門
人
相
與
輯
而
論
篹
。
故
謂
之
論
語
。 

 
 

論
語
は
、
孔
子
、
弟
子
・
時
人
に
応
答
し
、
及
び
弟
子
相
与

に
言
い
て
、
夫
子
に
接
聞
す
る
の
語
な
り
。
当
時
弟
子
は

各
々
記
す
所
有
り
。
夫
子
既
に
卒
し
、
門
人
相
与
に
輯
め
て

論
篹
す
。
故
に
之
を
論
語
と
謂
う
。 

  

こ
れ
は
、
孔
子
の
死
後
、
直
伝
の
弟
子
た
ち
が
各
人
が
記
録
し

て
置
い
た
孔
子
の
言
葉
を
持
ち
寄
り
、
実
際
に
孔
子
が
そ
の
よ
う

に
発
言
し
た
か
否
か
を
議
論
し
検
証
し
た
上
で
、
確
実
に
孔
子
の

言
葉
だ
と
確
定
さ
せ
た
語
録
な
の
で
『
論
語
』
と
称
す
る
の
だ
と

の
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
班
固
の
説
明
は
、
ど
れ
ほ

ど
の
妥
当
性
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

狩
野
直
喜
『
論
語
孟
子
研
究
』
（
み
す
ず
書
房
・
一
九
七
七

年
）
は
、
『
論
語
』
に
は
孔
子
よ
り
四
十
六
歳
も
若
い
曾
子
の
臨

終
の
言
葉
が
記
録
さ
れ
る
か
ら
、
孔
子
直
伝
の
門
人
が
編
集
し
た

と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
『
論
語
』
泰

伯
篇
に
は
、
死
に
臨
ん
だ
曾
子
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。 

  
 

曾
子
有
疾
。
召
門
弟
子
曰
、
啓
予
足
、
啓
予
手
。
詩
云
、
戰

戰
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
。
而
今
而
後
、
吾
知


夫
、
小
子
。 

 
 

曾
子
疾
有
り
。
門
弟
子
を
召
び
て
曰
く
、
予
が
足
を
啓
け
、

予
が
手
を
啓
け
。
詩
に
云
う
、
戦
戦
兢
兢
と
し
て
、
深
淵
に

臨
む
が
如
く
、
薄
氷
を
履
む
が
如
し
。
而
今
よ
り
し
て
而
後
、

吾
は
免
る
る
を
知
る
か
な
、
小
子
よ
。 

  
 

曾
子
有
疾
。
孟
敬
子
問
之
。
曾
子
言
曰
、
鳥
之
將
死
、
其
鳴

也
哀
。
人
之
將
死
、
其
言
也
善
。
君
子
所
貴
乎


三
。

動
容
貌
、
斯

暴
慢
矣
。
正
顏
色
、
斯

信
矣
。
出
辭
氣
、

斯

鄙
倍
矣
。
籩
豆
之
事
、
則
有
司
存
。 

 
 

曾
子
疾
有
り
。
孟
敬
子
は
之
を
問
う
。
曾
子
言
い
て
曰
く
、

鳥
の
将
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
其
の
鳴
く
や
哀
し
。
人
の
将

に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
其
の
言
や
善
し
。
君
子
の
道
に
貴
ぶ

所
の
者
は
三
。
容
貌
を
動
か
す
に
は
、
斯
ち
暴
慢
を
遠
ざ
く
。

顔
色
を
正
す
に
は
、
斯
ち
信
に
近
づ
く
。
辞
気
を
出
だ
す
に

は
、
斯
ち
鄙
倍
を
遠
ざ
く
。
籩
豆
の
事
は
則
ち
有
司
存
せ
り
。 

  

こ
れ
は
当
然
曾
子
の
門
人
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
で
上
記

の
『
漢
書
』
芸
文
志
の
説
明
の
中
、
孔
子
の
死
後
に
直
伝
の
門
人

た
ち
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
す
る
編
集
時
期
に
関
し
て
は
、
全

く
成
り
立
た
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
芸
文
志
の

説
明
の
中
、
門
人
た
ち
が
議
論
し
た
上
で
確
定
し
た
言
葉
な
の
で

『
論
語
』
と
称
す
る
と
の
、
編
集
形
態
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
論
語
』
に
は
次
の
よ
う
な
重
複
箇
所
が
存
在
す
る
。 

 
Ａ 

子
曰
、
父
在
觀
其
志
、
父
沒
觀
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之


、
可
謂
孝
矣
。
（学
而
篇
） 

 
 

子
曰
、
三
年
無
改
於
父
之

、
可
謂
孝
矣
。
（里
仁
篇
） 

 

Ｂ 

子
曰
、
君
子
不
重
則
不
威
。
學
則
不
固
。
主
忠
信
、
無
友
不
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如
己

。

勿
憚
改
。
（学
而
篇
） 

 
 

子
曰
、
主
忠
信
、
無
友
不
如
己

。

則
勿
憚
改
。
（
子
罕

篇
） 

 

Ｃ 

子
入
大
廟
、
毎
事
問
。
或
曰
、
孰
謂
鄹
人
之
子
知
禮
乎
、
入

大
廟
毎
事
問
。
子
聞
之
曰
、
是
禮
也
。
（八
佾
篇
） 

 
 

入
大
廟
、
毎
事
問
。
（郷
党
篇
） 

 

Ｄ 

哀
公
問
曰
、
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔
子
對
曰
、
有
顏


、

好
學
。
不

怒
、
不
貳

。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
。

未
聞
好
學

也
。
（雍
也
篇
） 

 
 

季
康
子
問
、
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔
子
對
曰
、
有
顏


、

好
學
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
。
（先
進
篇
） 

 

Ｅ 

子
曰
、
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、
亦
可
以
弗

矣
夫
。

（
雍
也
篇
） 

 
 

子
曰
、
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、
亦
可
以
弗

矣
夫
。
（
顔

淵
篇
） 

 

Ｆ 

子
張
問
仁
於
孔
子
。
孔
子
曰
、
能
行
五

於
天
下
爲
仁
矣
。


問
之
。
曰
、
恭

信
敏
惠
、
恭
則
不
侮
、

則
得
衆
、

信
則
人
任
焉
、
敏
則
有
功
、
惠
則
足
以
使
人
。
（陽
貨
篇
） 

 
 


則
得
衆
、
信
則
人
任
焉
、
敏
則
有
功
、
公
則
民

。
（
堯

曰
篇
） 

 

 

こ
の
よ
う
な
重
複
箇
所
が
見
ら
れ
る
現
象
は
、
『
論
語
』
の
編

集
が
決
し
て
念
入
り
な
議
論
を
経
て
、
精
密
に
実
行
さ
れ
た
の
で

は
な
い
状
況
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
も
し
直
伝
の
門
人
た
ち

が
、
各
人
が
記
録
し
て
い
た
孔
子
の
発
言
を
持
ち
寄
り
、
一
つ
一

つ
議
論
し
て
確
定
さ
せ
た
上
で
編
集
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た

杜
撰
な
現
象
は
起
き
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
芸

文
志
の
説
明
の
中
、
門
人
た
ち
が
議
論
し
た
上
で
確
定
し
た
言
葉

な
の
で
『
論
語
』
と
称
す
る
と
の
編
集
形
態
の
側
も
、
そ
の
説
明

は
到
底
成
り
立
た
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 
 

三 

古
文
と
今
文 

  

『
論
語
』
の
書
名
に
関
す
る
芸
文
志
の
説
明
が
全
く
成
り
立
た

ず
、
後
智
恵
で
加
え
ら
れ
た
付
会
の
説
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、

壁
中
書
の
「
古
論
語
」
に
記
さ
れ
て
い
た
『
論
語
』
な
る
書
名
は
、

い
っ
た
い
い
か
な
る
意
味
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を
解

く
鍵
は
、
そ
れ
が
先
秦
の
古
文
で
記
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。 

 

秦
の
始
皇
帝
は
統
一
事
業
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
旧
六
国

で
使
用
さ
れ
て
い
た
東
方
系
の
文
字
の
使
用
を
禁
止
し
、
小
篆
及

び
隷
書
と
い
う
西
方
の
周
の
正
統
字
体
を
継
ぐ
秦
の
字
体
を
、
全

国
一
律
に
使
用
す
る
よ
う
強
制
し
た
。
特
に
隷
書
は
、
秦
の
官
吏

が
公
文
書
を
書
く
際
の
標
準
字
体
で
あ
り
、
役
所
間
の
文
書
行
政

を
通
じ
て
た
ち
ま
ち
天
下
全
体
に
普
及
し
た
。
前
二
〇
六
年
に
秦

帝
国
が
滅
亡
し
、
漢
楚
抗
争
期
を
経
て
前
二
〇
二
年
に
漢
帝
国
が

成
立
し
た
後
も
、
人
々
は
隷
書
体
の
文
字
を
使
い
続
け
た
が
、
漢
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代
人
は
そ
れ
を
現
代
の
文
字
と
い
う
意
味
で
今
文
と
呼
ん
だ
。
こ

れ
に
対
し
、
旧
六
国
で
使
わ
れ
て
い
た
東
方
系
の
文
字
を
、
過
去

の
古
い
時
代
の
文
字
と
い
う
意
味
で
古
文
と
呼
ん
だ
。 

 

秦
帝
国
の
時
代
、
焚
書
を
免
れ
よ
う
と
前
二
一
三
年
に
発
せ
ら

れ
た
「
挾
書
之
律
」
の
禁
令
を
破
り
、
密
か
に
民
間
に
隠
匿
さ
れ

て
い
た
書
籍
は
、
そ
の
段
階
で
は
当
然
古
文
で
記
さ
れ
て
い
た
。

秦
が
滅
ん
で
漢
に
な
っ
て
か
ら
も
「
挾
書
之
律
」
は
廃
止
さ
れ
ず

に
残
り
、
公
式
に
廃
止
が
宣
言
さ
れ
た
の
は
文
帝
（
在
位
¨
前

一
七
九
～
前
一
五
七
年
）
の
時
代
で
あ
っ
た
。
だ
が
漢
の
皇
帝
は

「
挾
書
之
律
」
を
厳
格
に
適
用
し
て
取
り
締
ま
っ
た
り
は
し
な
か

っ
た
か
ら
、
漢
代
に
入
る
と
学
者
た
ち
は
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た

「
詩
書
百
家
」
の
書
籍
を
公
然
と
所
持
し
、
そ
の
学
問
を
教
授
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
に
伴
い
弾
圧
を
避
け
て
隠
匿
さ
れ
て
き
た
書
籍
は
、
古
文

か
ら
今
文
に
変
換
さ
れ
た
。
漢
初
の
学
者
に
は
戦
国
期
に
生
ま
れ

て
古
文
で
読
み
書
き
を
修
得
し
た
後
、
秦
の
時
代
に
今
文
を
学
習

し
た
経
歴
を
持
つ
者
が
多
く
、
古
文
・
今
文
の
双
方
に
通
じ
て
い

た
。
そ
の
た
め
彼
等
に
は
、
古
文
の
書
籍
を
今
文
に
移
し
替
え
る

作
業
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
焚
書
を
免
れ
て
漢
代
に
伝
え

ら
れ
た
先
秦
の
書
籍
は
、
一
斉
に
今
文
の
テ
キ
ス
ト
に
転
換
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
漢
に
な
っ
て
三
十
年
と
か
四
十
年
経
つ

と
、
漢
の
世
に
生
ま
れ
て
今
文
で
の
み
読
み
書
き
を
修
得
し
た
世

代
が
、
学
者
の
大
半
を
占
め
て
く
る
。
そ
こ
で
古
文
の
知
識
は
一

部
の
人
々
の
間
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
し
だ
い
に
人
々
の

記
憶
か
ら
遠
の
い
て
行
く
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
古
文
の
書
籍
が
突
如
姿
を
現
す
こ
と

が
あ
っ
た
。
漢
の
初
代
皇
帝
・
高
祖
劉
邦
（
在
位

前
二
〇
六

～
前
一
九
五
年
）
の
一
族
で
景
帝
（
在
位

前
一
五
六
～
前
一

四
一
年
）
の
子
、
武
帝
（
在
位

前
一
四
〇
～
前
八
七
年
）
の

異
母
弟
で
あ
っ
た
河
間
の
献
王
は
、
学
問
好
き
で
書
籍
の
収
集
に

努
め
、
大
金
を
投
じ
て
先
秦
の
書
籍
を
探
し
求
め
た
。
そ
れ
に
応

じ
て
、
墳
墓
か
ら
先
秦
の
書
籍
を
掘
り
出
す
な
ど
し
て
献
王
に
持

ち
込
む
者
が
お
り
、
収
集
し
た
書
籍
の
範
囲
を
『
漢
書
』
河
間
献

王
伝
は
、
「
献
王
の
得
る
所
の
書
は
、
皆
古
文
先
秦
の
旧
書
に
し

て
、
周
官
・
尚
書
・
礼
・
礼
記
・
孟
子
・
老
子
の
属
あ
り
」
と
述

べ
る
。 

 

雍
也
・
公
冶
長
・
為
政
・
八
佾
・
里
仁
・
述
而
・
泰
伯
七
篇
か

ら
成
る
河
間
七
篇
本
の
テ
キ
ス
ト
も
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
世
に

現
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
古
文
と
今
文
に
通
じ
た
者

の
手
で
次
々
に
今
文
の
テ
キ
ス
ト
に
変
換
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

ま
た
武
帝
の
時
代
に
は
、
武
帝
の
異
母
弟
で
あ
る
魯
の
共
王
が

宮
殿
増
築
の
た
め
曲
阜
の
孔
子
旧
宅
を
壊
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

壁
中
か
ら
『
古
文
尚
書
』
『
礼
記
』
『
孝
経
』
『
論
語
』
な
ど
の

先
秦
の
古
書
が
発
見
さ
れ
た
。
問
題
の
『
論
語
』
な
る
書
名
は
、

こ
の
と
き
古
文
の
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
今
文
に

変
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 

四 

本
来
の
書
名 

  

漢
代
に
お
け
る
古
文
テ
キ
ス
ト
の
発
見
は
、
著
名
な
事
件
と
し



－124－ 

て
『
漢
書
』
に
記
録
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
古
文
と
今
文
と
で
は
字

体
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
と
の
認
識
は
、
一
般
常
識
と

し
て
広
く
共
有
さ
れ
続
け
て
き
た
（
１
）

。
と
こ
ろ
が
実
際
に
古
文

で
書
写
さ
れ
た
書
籍
は
一
つ
も
現
存
し
な
か
っ
た
の
で
、
古
文
の

実
態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
一
九
九
三
年
十
月
に
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚
墓

か
ら
八
百
余
枚
の
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
う
ち
の
七
百
三
十
枚
に

文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
墓
の
造
営
時
期
は
戦
国
中
期
、
前
三
〇

〇
年
頃
で
、
竹
簡
上
の
文
字
は
旧
六
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
東
方

系
の
古
文
で
あ
っ
た
。
こ
の
郭
店
楚
簡
は
そ
の
後
の
整
理
と
解
読

に
よ
り
、
『
老
子
』
を
始
め
と
す
る
十
六
種
類
の
文
献
が
含
ま
れ

て
い
る
状
況
が
判
明
し
た
（
２
）

。 

 

ま
た
一
九
九
四
年
に
上
海
博
物
館
は
香
港
の
骨
董
市
場
か
ら
千

二
百
余
枚
の
戦
国
楚
簡
を
購
入
し
た
。
こ
の
上
博
楚
簡
は
一
九
九

七
年
か
ら
解
読
と
整
理
が
進
め
ら
れ
、
総
字
数
が
約
三
万
五
千
字
、

『
易
』
を
始
め
と
す
る
八
十
数
種
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
状
況

が
判
明
し
た
。
竹
簡
上
の
文
字
は
、
や
は
り
楚
系
文
字
と
呼
ば
れ

る
東
方
系
の
古
文
で
あ
っ
た
（
３
）

。 

 

さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
七
月
に
北
京
の
清
華
大
学
は
、
香
港
の
骨

董
市
場
か
ら
約
二
千
三
百
枚
の
戦
国
簡
を
購
入
し
た
。
こ
の
清
華

簡
に
は
、
『
尚
書
』
を
始
め
と
し
て
、
『
繋
年
』
と
命
名
さ
れ
た

二
十
三
章
か
ら
成
る
歴
史
書
、
歴
代
の
楚
都
の
所
在
地
を
記
し
た

『
楚
居
』
な
ど
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
（
４
）

。 

 

こ
う
し
た
相
次
ぐ
発
見
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
名
の
み
有
名
で
、

永
ら
く
そ
の
実
態
が
不
明
だ
っ
た
古
文
資
料
が
大
量
に
我
々
の
前

に
姿
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
戦
国
竹
簡
は
、
当
時
の

人
々
が
筆
と
墨
を
用
い
て
竹
簡
上
に
書
写
し
た
古
文
資
料
の
現
物

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
古
文
の
文
字
が
ど
の
よ
う
な
書
体
だ

っ
た
か
が
初
め
て
判
明
し
た
の
で
あ
る
。 

 

戦
国
竹
簡
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
知
見
に
よ
れ
ば
、
古
文
で
は
、

今
文
の
字
体
を
基
準
に
し
た
場
合
、
過
剰
に
偏
・
冠
や
旁
な
ど
の

構
成
要
素
が
付
加
さ
れ
た
り
、
逆
に
構
成
要
素
を
欠
い
た
り
す
る

例
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、

→
家
、

→
發
、

→
爭
、


→
旱
、

→
明
、

→
來
、

→
夷
、

→
屯
、

→
資
、


→
因
、
宔
→
主
、

→
升
、

→
宰
、

→
中
、

→
刑
な
ど

は
、
過
剰
に
構
成
要
素
が
付
加
さ
れ
る
例
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
古
→
故
、
可
→
何
、
女
→
如
、
ム
→
私
、
旨

→
稽
、
未
→
味
、
中
→
仲
、
白
→
伯
、
羊
→
徉
、

→
衡
、
勿

→
物
、
立
→
位
な
ど
は
、
構
成
要
素
を
欠
く
例
で
あ
る
。
も
と
よ

り
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。 

 

ま
た
古
文
と
今
文
と
で
は
、

→

、

→
答
、

→
始
、


→
作
、

→
徙
、

→
聞
・
問
、

→
識
の
よ
う
に
、
部
首

の
種
類
が
異
な
る
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
古
文
と
今
文
で
は
字
形
が

全
く
異
な
り
、
鼠
・
豸
→
一
、

→
漫
、

→
席
、

→

、


→
吾
、

→
願
、

→
竊
、

→

、

→
失
、

→
圖
の

よ
う
に
、
両
者
に
共
通
す
る
字
形
的
要
素
が
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な

い
例
も
極
め
て
多
い
。
要
す
る
に
今
文
の
字
体
を
基
準
に
す
れ
ば
、

古
文
で
は
文
字
の
構
成
要
素
が
い
ま
だ
固
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。 

 

戦
国
時
代
に
あ
っ
て
も
、
君
主
・
中
央
政
府
が
官
僚
組
織
を
動
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か
し
て
文
書
行
政
を
展
開
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
文
字
の
使
用
法

に
つ
い
て
統
一
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
、
文
書
の
発
給
者
と
受
給

者
の
間
で
意
志
疎
通
に
齟
齬
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
。
文
字
は
民
間

の
自
由
な
使
用
に
任
せ
て
置
け
ば
、
形
・
音
・
義
の
三
方
向
か
ら

い
わ
ゆ
る
仮
借
字
・
異
体
字
・
別
体
字
の
類
が
次
々
に
派
生
し
て

き
て
、
絶
え
ず
拡
散
し
て
行
く
宿
命
を
背
負
う
。 

 

こ
れ
を
阻
止
し
て
文
字
統
一
を
実
行
で
き
る
の
は
た
だ
国
家
権

力
の
み
で
あ
り
、
中
央
政
府
が
統
治
行
為
と
し
て
文
字
の
統
一
的

使
用
を
強
制
し
た
場
合
に
限
り
、
辛
う
じ
て
文
字
使
用
の
混
乱
を

防
止
で
き
る
。
そ
の
た
め
戦
国
期
の
各
国
に
お
い
て
も
一
定
程
度

の
文
字
統
一
政
策
が
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
海
博
物
館
が

入
手
し
『
字
析
』
と
命
名
し
た
字
書
も
、
楚
の
中
央
政
府
が
文
字

の
標
準
字
体
を
地
方
の
行
政
機
関
に
示
す
べ
く
、
国
費
を
支
出
し

て
制
作
・
配
布
し
た
規
範
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
５
）

。 

 

し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
も
、
文
字
の
統
一
は

極
め
て
困
難
な
事
業
で
あ
る
。
標
準
字
体
に
よ
っ
て
全
国
的
に
文

字
の
統
一
的
使
用
が
徹
底
す
る
に
は
、
漢
代
後
期
に
楷
書
体
が
定

着
す
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
古
文
の
範

囲
内
の
使
用
法
に
す
ら
、
か
な
り
の
振
幅
が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ん

や
始
皇
帝
の
徹
底
し
た
法
治
に
よ
る
文
字
統
一
を
経
た
後
の
今
文

と
、
そ
れ
以
前
の
古
文
と
の
間
に
大
き
な
懸
隔
が
存
在
す
る
の
は
、

当
然
の
事
態
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
６
）

。 

 

こ
う
し
た
事
情
と
戦
国
竹
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
古
文
の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
古
論
語
」
に
記
さ
れ
た
古
文

の
書
名
に
「
論
」
語
と
言
偏
が
付
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
を
今
文
の
「
論
」
字
に
の
み
隷
定
す
べ
き
必
然
性
は
ど
こ
に

も
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
古
文
で
は
偏
旁
の
有
無
や
位
置
、
部
首

の
種
類
な
ど
、
文
字
の
構
成
要
素
が
い
ま
だ
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、


→
治
、

・

→
始
、

→

の
よ
う
に
、
古
文
で
は
言
偏

が
付
い
て
い
て
も
、
今
文
で
は
言
偏
が
付
か
な
い
文
字
に
変
換
さ

れ
る
事
例
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
上
述
し
た
『
論
語
』
の
内

容
や
成
立
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
『
論
語
』
の
書
名
は
も
と
も
と

は
『
侖
語

ろ

ん

ご

』
の
意
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
侖
」
字

は
竹
簡
を
糸
で
編
綴
し
た
形
の
「
冊
」
と
、
集
め
る
意
の

「

」
か
ら
成
る
会
意
文
字
で
、
竹
簡
を
集
め
て
き
て
順
序
立

て
て
編
集
す
る
意
味
を
表
す
。 

 

武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』
は
、
伝
世
の
『
論
語
』
の
基
と
な

っ
た
「
古
論
語
」
は
、
河
間
七
篇
本
、
斉
論
語
七
篇
、
斉
魯
二
篇

本
、
後
人
が
種
々
の
材
料
か
ら
拾
い
集
め
た
季
氏
・
陽
貨
・
微

子
・
子
張
問
・
子
罕
の
五
篇
な
ど
か
ら
成
る
と
推
定
す
る
。
そ
の

当
否
は
暫
く
置
く
と
し
て
も
、
『
論
語
』
が
来
歴
を
異
に
す
る

様
々
な
孔
子
語
録
を
寄
せ
集
め
た
編
集
物
で
あ
る
事
実
は
疑
え
な

い
。
河
間
七
篇
本
や
斉
論
語
七
篇
に
し
て
も
、
戦
国
期
の
書
籍
が

ほ
と
ん
ど
篇
単
位
で
流
布
し
て
い
た
状
況
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
す

で
に
寄
せ
集
め
の
編
集
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
７
）

。 

 
上
博
楚
簡
の
中
に
は
『
弟
子
問
』
『
君
子
為
礼
』
『
季
康
子
問

於
孔
子
』
『
孔
子
見
季
桓
子
』
等
、
『
論
語
』
に
入
っ
て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
よ
う
な
、
孔
子
が
門
人
や
魯
の
貴
族
と
問
答
し
た

語
録
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期
に
か
け
て
、

各
種
の
孔
子
語
録
が
大
量
に
作
ら
れ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
（
８
）

。
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再
伝
・
三
伝
の
門
人
の
時
代
に
、
そ
う
し
た
孔
子
や
門
人
の
語
を

あ
ち
こ
ち
か
ら
集
め
て
き
て
、
一
書
の
体
裁
に
編
集
し
た
書
物
が

作
ら
れ
た
際
、
竹
簡
を
集
め
て
き
て
順
序
立
て
て
編
集
し
た
語
録

と
の
意
味
で
、
『
侖
語
』
と
称
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
ば
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
よ
う
に
、
「
論
」
字
に

強
く
引
き
ず
ら
れ
た
牽
強
付
会
の
説
を
加
え
る
必
要
も
な
く
な
り
、

ま
た
曾
子
臨
終
の
言
が
含
ま
れ
た
り
、
重
複
箇
所
が
散
見
す
る
現

象
も
当
然
の
事
態
と
し
て
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

前
漢
の
昭
帝
（
在
位

前
八
六
～
前
七
四
年
）
期
か
ら
宣
帝

（
在
位

前
七
三
～
前
四
九
年
）
期
に
か
け
て
『
論
語
』
の
書

名
が
一
般
に
定
着
し
て
以
降
、
特
に
そ
れ
を
疑
う
者
も
な
い
ま
ま

二
千
年
以
上
が
経
過
し
た
。
荀
子
は
「
名
に
は
固
宜
無
く
、
之
を

約
し
て
以
て
命
け
、
約
定
ま
り
て
俗
成
れ
ば
之
を
宜
と
謂
い
、
約

に
異
な
れ
ば
之
を
不
宜
と
謂
う
。
名
に
は
固
実
無
く
、
之
を
約
し

て
以
て
命
け
、
約
定
ま
り
て
俗
成
れ
ば
之
を
実
名
と
謂
う
」

（
『
荀
子
』
正
名
篇
）
と
、
名
称
に
本
来
的
正
し
さ
な
ど
存
在
せ

ぬ
か
ら
、
正
名
の
鍵
は
「
約
定
ま
り
て
俗
成
る
」
か
否
か
の
一
点

に
あ
る
と
指
摘
す
る
（
９
）

。 

 

こ
れ
に
照
ら
せ
ば
『
論
語
』
な
る
名
称
は
、
す
で
に
二
千
年
の

永
き
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
続
け
、
完
全
に
習
俗
と
化
し
、
約
束

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
「
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
」

と
ば
か
り
に
、
『
論
語
』
の
「
論
」
は
「
論
」
に
非
ず
し
て

「
侖
」
な
る
べ
し
と
論
じ
て
は
み
た
も
の
の
、
今
さ
ら
書
名
変
更

の
必
要
は
な
く
、
「
名
の
約
を
守
る
」
（『
荀
子
』
正
名
篇
）
べ
き

な
の
は
無
論
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
古
文
テ
キ
ス
ト
の
発
見
は
、
今
文
テ
キ
ス
ト
と
古
文
テ
キ
ス
ト
の
い

ず
れ
が
優
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
優
劣
を
め
ぐ
る
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
。
『
孝
経
』
は
始
皇
帝
の
焚
書
に
よ
っ
て
焼
却

処
分
さ
れ
た
が
、
河
間
の
顔
芝
が
一
本
を
秘
蔵
・
隠
匿
し
て
辛
く
も

湮
滅
を
免
れ
、
漢
初
に
顔
芝
の
子
の
顔
貞
が
朝
廷
に
献
上
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
れ
が
十
八
章
に
分
章
さ
れ
た
今
文
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
の
後
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
古
文
『
孝
経
』
が
出
現
す
る
。
こ
れ

を
今
文
『
孝
経
』
と
比
較
す
る
と
、
今
文
に
は
な
い
閨
門
章
一
章
が

あ
り
、
ま
た
今
文
の
庶
人
章
第
六
が
庶
人
と
孝
平
の
二
章
に
、
聖
治

章
第
九
が
聖
治
・
父
母
生
績
・
孝
優
劣
の
三
章
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
場
合
は
、
今
文
・
古
文
い
ず
れ
の
側
が
優
れ
た
テ
キ
ス
ト

な
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
生
ず
る
。
今
文
・
古
文
双
方
に
共
通
す
る

文
献
が
な
く
て
も
、
議
論
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
今
古
文
の
論
争
で

最
も
深
刻
な
の
は
『
春
秋
』
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
孔
子
が
「
春

秋
の
筆
法
」
に
よ
っ
て
『
春
秋
経
』
に
込
め
た
正
義
を
解
き
明
か
す

た
め
、
三
種
類
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
『
公
羊
伝
』
と

『
穀
梁
伝
』
は
漢
初
ま
で
口
伝
で
伝
え
ら
れ
、
景
帝
以
降
に
今
文
で

文
字
化
さ
れ
た
の
で
今
文
系
の
伝
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
左
氏
伝
』
は
、
前
漢
末
に
劉
歆
が
宮
中
の
秘
府
で
古
文
の
『
左
氏

伝
』
を
発
見
し
て
か
ら
世
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
古
文

系
の
伝
と
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
春
秋
』
の
経
文
を
解
釈
す
る
際
、

今
文
系
の
伝
に
依
拠
す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
古
文
系
の
伝
を
採

用
す
べ
き
な
の
か
と
の
論
争
が
、
石
渠
閣
会
議
や
白
虎
観
会
議
、
さ
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ら
に
清
末
公
羊
学
派
の
『
左
伝
』
偽
書
説
へ
と
、
延
々
と
続
け
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
今
古
文
の
論
争
は
思
想
史
上
の
大
問
題
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
肝
心
の
古
文
資
料
を
欠
い
た
ま
ま
の
論
争
で
あ
っ
た
。 

（
２
）
郭
店
楚
簡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
編
『
古
代
思
想
史
と
郭

店
楚
簡
』
（
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。 

（
３
）
上
博
楚
簡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
編
『
上
博
楚
簡
研
究
』

（
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）
、
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古
代

中
国
思
想
―
上
博
楚
簡
研
究
―
』
（
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）
、 

 
 
 

浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）
―
上
博
楚
簡
研

究
―
』
（
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
八
年
）
、
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語

る
古
代
中
国
思
想
（
三
）
―
上
博
楚
簡
研
究
―
』
（
汲
古
書
院
・
二

〇
一
〇
年
）
等
参
照
。 

（
４
）
清
華
簡
に
つ
い
て
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
』
（
中
西

書
局
・
二
〇
一
〇
年
）
、
湯
浅
邦
弘
「
清
華
大
学
竹
簡
と
先
秦
思
想

史
研
究
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
総
第
五
十
号
・
二
〇
一
〇
年
）
参

照
。 

（
５
）
『
字
析
』
は
ま
だ
内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
楚
の
王
権
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
部
首
を
持
つ
大
部
の
字
書
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
で
に
入
手
で
き
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
福
田
哲
之
「
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
簡
「
字
書
」
に
関
す
る
情
報
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
四
十
三
号
・
二
〇
〇
六
年
）
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
「
中
国
西
安
・

上
海
学
術
調
査
報
告
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
第
四
十
三
号
・

二
〇
〇
七
年
）
参
照
。 

（
６
）
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
・
清
華
簡
な
ど
戦
国
期
の
出
土
文
献
が
い
ず

れ
も
古
文
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
雲
夢
秦
簡
・
岳
麓
書
院
秦

簡
・
北
京
大
秦
簡
・
銀
雀
山
漢
簡
・
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
・
北
京
大
漢

簡
と
い
っ
た
秦
漢
の
出
土
文
献
は
、
す
べ
て
今
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
文
字
統
一
と
隷
書
使
用
の

強
制
が
い
か
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
実
証
し
て
い
る
。
な

お
新
出
土
文
献
が
も
た
ら
し
た
古
文
に
関
す
る
知
見
に
つ
い
て
は
、

福
田
哲
之
『
文
字
の
発
見
が
歴
史
を
ゆ
る
が
す
―
20
世
紀
中
国
出
土

文
字
資
料
の
証
言
―
』
（
二
玄
社
・
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。 

（
７
）
郭
店
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
献
は
、
『
緇
衣
』
『
魯
穆
公
問
子
思
』

『
窮
達
以
時
』
『
五
行
』
『
唐
虞
之
道
』
『
忠
信
之
道
』
『
成
之
聞

之
』
『
尊
徳
義
』
『
性
自
命
出
』
『
六
徳
』
の
十
種
で
あ
る
。
ま
た

上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
献
は
、
公
刊
済
み
の
も
の
で
数
え
る
と
、

『
孔
子
詩
論
』
『
緇
衣
』
『
性
情
論
（
性
自
命
出
）
』
『
民
之
父

母
』
『
子
羔
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
従
政
』
『
昔
者
君
老
』
『
周
易
』

『
仲
弓
』
『
内
礼
』
『
相
邦
之
道
』
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
『
君
子

為
礼
』
『
弟
子
問
』
『
孔
子
見
季
桓
子
』
『
天
子
建
州
』
の
十
七
種

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
双
方
に
共
通
す
る
の
は
『
緇
衣
』
と
『
性

自
命
出
』
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
書
籍
が
十
篇

と
か
二
十
篇
と
い
っ
た
分
量
を
持
つ
固
定
し
た
書
物
の
形
で
流
布
し

て
い
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
一
篇
単
位
で
伝
わ
っ
て
い
た
状
況

を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
上
博
楚
簡
の
『
性
情
論
』
は
郭
店
楚
簡
の

『
性
自
命
出
』
と
同
一
の
文
献
で
あ
る
が
、
上
海
博
物
館
は
『
性
情

論
』
と
命
名
し
た
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
竹
田
健
二
「
郭
店

楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
上
海
博
物
館
蔵
『
性
情
論
』
と
の
関
係
」

（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
55
集
・
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。 

（
８
）
『
論
語
』
が
雑
然
た
る
寄
せ
集
め
の
編
集
物
で
あ
る
事
態
を
反
映
し
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て
、
孔
子
の
呼
称
も
子
・
夫
子
・
仲
尼
・
孔
子
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で

統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
論
語
』
と
『
弟
子

問
』
の
関
係
を
考
察
し
た
論
考
と
し
て
は
、
福
田
哲
之
「
上
博
楚
簡

『
弟
子
問
』
の
文
献
的
性
格
―
上
博
楚
簡
に
見
え
る
孔
子
に
対
す
る

呼
称
―
」
（
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
７
』
〈
『
中
国
研
究
集
刊
』

別
冊
第
四
五
号
〉
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。 

（
９
）
荀
子
の
正
名
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
古
代
中
国
の
言
語
哲
学
』

（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。 

      




